
令 和 ４ 年 度 事 業 会 計 決 算

決 算 常 任 委 員 会 資 料

令和５年（2023年）　８月提出

建設環境分科会分担分

（ 2022 年 度 ）





部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

下 水 道 1～2 過去５年間　職員数、人件費及び科目別委託料一覧 井上

下 水 道 3～13 過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策 井上

下 水 道 14～21 過去10年間　財政状況の推移 柿原

下 水 道 22 過去３年間　技術職員に係る採用及び配属の状況 柿原

下 水 道 23 令和４年度(2022年度)　有収水量、汚水処理水量、有収率の府内中核市との比較 矢野

下 水 道 24～28 令和４年度(2022年度)　主な建設改良工事の内容 柿原

下 水 道 29～31 令和４年度(2022年度)　主な浸水対策 柿原

水 道 部 1 令和４年度(2022年度)　職員構成、総配水量（自己水、依存水、自己水比率）の府内中核市との比較 矢野

水 道 部 2～3 すいすいビジョン2029アクションプラン管理指標の進捗状況 柿原

要求委員名





 

下水道部資料





部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

下 水 道 1～2 過去５年間　職員数、人件費及び科目別委託料一覧 井上

下 水 道 3～13 過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策 井上

下 水 道 14～21 過去10年間　財政状況の推移 柿原

下 水 道 22 過去３年間　技術職員に係る採用及び配属の状況 柿原

下 水 道 23 令和４年度(2022年度)　有収水量、汚水処理水量、有収率の府内中核市との比較 矢野

下 水 道 24～28 令和４年度(2022年度)　主な建設改良工事の内容 柿原

下 水 道 29～31 令和４年度(2022年度)　主な浸水対策 柿原

要求委員名



 







下水道部 （  3  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　No.1

下水道部 （  20  ）

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　No.1

　　　　　　　　　　　　　　　　下水道部経営室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　管路保全室

7月5日 地下施設浸水 1 千里万博公園 逆止弁設置、管渠整備中

民家床下浸水 3 千里山月が丘、円山町、岸部中 雨水桝清掃等

店舗等の床浸水 2 朝日町、原町 （宅内桝つまり等）

地下施設浸水 1 泉町 雨水桝設置

9月4日 店舗等の床浸水 1 芳野町 （隣接地からの溢水）

民家床下浸水 2 泉町（2件） 雨水桝設置、人孔改修

店舗等の床浸水 1 高浜町 逆止弁設置

民家床下浸水 1 泉町 側溝設置（土木部）

店舗等の床浸水 1 長野東 雨水桝清掃

5月21日 地下施設浸水　 1 千里丘下 雨水桝改修、側溝設置（土木部）

7月18日 民家床下浸水 1 千里丘下 雨水桝改修、側溝設置（土木部）

店舗等の床浸水 1 山田東 （府道排水管詰まり）茨木土木事務所に対応依頼

地下施設浸水　 1 新芦屋下 人孔蓋取替

※道路冠水を除く

7月8日
令和２年

（２０２０年）

平成３０年
（２０１８年）

7月6日

令和元年
（２０１９年）

令和４年
（２０２２年）

8月13日

令和３年
（２０２１年）

7月17日

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　No.1

発生年月日 被害状況 件数 浸水被害箇所 主な改良工事等

下水道部（ 20 ）

下水道部経営室
管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　No.2



下水道部 （  4  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　No.2

市域北部 平成30年度（2018年度）

（7月5日）（7月6日）（9月4日）



下水道部 （  5  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　No.3

市域南部

平成30年度（2018年度）

（7月5日）（7月6日）（9月4日）



下水道部 （  6  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.4

市域北部 令和元年度（2019年度）

（7月17日）



下水道部 （  7  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.5

市域南部

令和元年度（2019年度）

（7月17日）



下水道部 （  8  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.6

市域北部 令和２年度（2020年度）

（7月8日）



下水道部 （  9  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.7

市域南部

令和２年度（2020年度）

（7月8日）



下水道部 （  10  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.8

市域北部 令和３年度（2021年度）

（5月21日） （7月18日）



下水道部 （  11  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.9

市域南部

令和3年度（2021年度）

（5月21日） （7月18日）



下水道部 （  12  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.10
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令和4年度（2022年度）

（8月13日）



下水道部 （  13  ）

下水道部経営室
下水道部管路保全室

過去５年間　風水害による浸水箇所及びその対策　　No.11
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（単位：千円）

　　　　　　　　　　　年度
 項目

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

運転資金 － － － － 3,029,067 2,825,597 2,484,479 3,293,076 3,425,769 3,655,096

収益的収支の純損益 － － － － 562,842 1,245,152 1,042,508 862,783 1,164,363 1,057,751

資本的収支の差引額 － － － － ▲ 3,125,734 ▲ 4,145,329 ▲ 3,864,567 ▲ 2,924,028 ▲ 3,572,187 ▲ 3,346,517

下水道部経営室
水道部企画室

　過去10年間 財政状況の推移　№１

１　下水道事業
　⑴　運転資金及び収支の状況

下水道部（ 14 ）
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（千円）

左軸
運転資金

収益的収支の純損益

資本的収支の差引額右軸 （千円）

0

令和4年度
(2022年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
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平成30年度
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令和元年度

(2019年度)
令和2年度
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令和3年度
(2021年度)

※平成29年度（2017年度）に企業会計へ移行

（千円）



（単位：千円、税抜）

　　     　　　　年度
 項目

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

下水道事業収益 － － － － 10,578,783 9,712,936 9,440,058 9,274,541 9,260,583 9,100,996

下水道事業費用 － － － － 10,015,941 8,467,784 8,397,550 8,411,758 8,096,220 8,043,245

純損益 － － － － 562,842 1,245,152 1,042,508 862,783 1,164,363 1,057,751

下水道部経営室
水道部企画室

　⑵　収益的収支の状況

　過去10年間 財政状況の推移　№２

下水道部（ 15 ）
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※平成29年度（2017年度）に企業会計へ移行



（単位：千円、税込）

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

－ － － － 3,654,680 3,142,260 1,619,747 2,554,442 3,188,998 2,607,490

－ － － － 6,780,414 7,287,589 5,484,314 5,478,470 6,761,185 5,954,007

建 設 改 良 費 － － － － 2,935,855 3,429,493 1,692,388 1,813,094 3,194,150 2,727,058

－ － － － ▲ 3,125,734 ▲ 4,145,329 ▲ 3,864,567 ▲ 2,924,028 ▲ 3,572,187 ▲ 3,346,517

下水道部（ 16 ）

下水道部経営室
水道部企画室

　差 　引　 額

 資 本 的 収 入

　　　    年 度
   項 目

 資 本 的 支 出

　　　過去10年間 財政状況の推移　№３

　⑶　資本的収支の状況
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0

（千円）

※平成29年度（2017年度）に企業会計へ移行



（単位：千円）

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

－ － － － 21,795,455 21,746,330 21,746,330 23,109,100 23,272,008 24,319,191

－ － － － 0 0 0 1,042,508 862,783 1,164,363

－ － － － 0 562,842 445,225 282,317 282,317 246,135

下水道部（ 17 ）

下水道部経営室
水道部企画室

　　　過去10年間 財政状況の推移　№４

　⑷　資本金・積立金の状況

　　　    年 度
   項 目

資 本 金

減 債 積 立 金
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（千円） （千円）
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※平成29年度（2017年度）に企業会計へ移行



（単位：千円）

　　　　　　　　　　　年度
 項目

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

運転資金 4,793,026 3,324,471 2,713,163 3,053,074 2,801,237 3,045,121 2,845,427 3,697,841 4,237,065 4,548,581

収益的収支の純損益 318,110 ▲ 262,652 603,540 971,166 1,096,294 1,106,404 1,394,115 1,916,694 2,059,559 1,298,836

資本的収支の差引額 ▲ 1,472,517 ▲ 1,646,889 ▲ 2,211,266 ▲ 1,521,019 ▲ 2,382,865 ▲ 1,950,451 ▲ 2,866,293 ▲ 2,438,691 ▲ 2,760,014 ▲ 2,875,589

下水道部経営室
水道部企画室

　過去10年間 財政状況の推移　№５

２　水道事業
　⑴　運転資金及び収支の状況

下水道部（ 18 ）
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（単位：千円、税抜）

　　     　　　　年度
 項目

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

水道事業収益 6,066,294 6,203,603 6,236,554 6,566,089 6,858,340 6,992,075 7,069,116 7,812,392 7,789,748 7,689,567

水道事業費用 5,748,184 6,466,255 5,633,014 5,594,923 5,762,046 5,885,671 5,675,001 5,895,698 5,730,189 6,390,731

純損益 318,110 ▲ 262,652 603,540 971,166 1,096,294 1,106,404 1,394,115 1,916,694 2,059,559 1,298,836

下水道部経営室
水道部企画室

　⑵　収益的収支の状況

　過去10年間 財政状況の推移　№６

下水道部（ 19 ）
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（千円）

※平成26年度(2014年度)から新会計基準を適用

0



（単位：千円、税込）

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

737,948 781,500 869,416 1,044,830 1,582,506 1,760,968 2,739,079 3,752,100 1,815,200 1,588,904

2,210,465 2,428,389 3,080,682 2,565,849 3,965,371 3,711,419 5,605,372 6,190,791 4,575,214 4,464,493

建設改良工事費 1,485,214 1,664,208 2,322,818 1,801,939 3,114,147 2,894,686 4,778,768 5,312,741 3,657,739 3,574,622

▲ 1,472,517 ▲ 1,646,889 ▲ 2,211,266 ▲ 1,521,019 ▲ 2,382,865 ▲ 1,950,451 ▲ 2,866,293 ▲ 2,438,691 ▲ 2,760,014 ▲ 2,875,589

下水道部（ 20 ）

下水道部経営室
水道部企画室

　差 　引　 額

 資 本 的 収 入

　　　             　年 度
   項 目

 資 本 的 支 出

　　　過去10年間 財政状況の推移　№７

　⑶　資本的収支の状況
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（千円）

※平成26年度(2014年度)から新会計基準を適用



（単位：千円）

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

16,714,678 8,007,968 12,795,615 13,405,615 14,432,124 15,032,124 16,006,830 17,106,378 18,212,782 19,606,898

20,000 20,000 0 40,000 0 0 0 0 600,000 600,000

1,860,000 1,610,000 1,020,000 560,000 974,706 1,096,294 1,106,404 1,394,115 1,316,694 1,459,560

下水道部（ 21 ）

下水道部経営室
水道部企画室

　　　過去10年間 財政状況の推移　№８

　⑷　資本金・積立金の状況

　　　            　 年 度
   項 目
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減 債 積 立 金
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※平成26年度(2014年度)から新会計基準を適用

（千円）
左軸

右軸



下水道部 水道部 その他

土木
行政Ⅰ・Ⅱ：10名程度、行政Ⅲ：若干名、

行政Ⅳ：5名程度、行政（12月実施）：10名程度
17名 5名 2名 10名

建築
行政Ⅰ・Ⅱ：若干名、行政Ⅲ：若干名、

行政Ⅳ：若干名、行政（12月実施）：5名程度
6名 0名 0名 6名

電気 行政Ⅰ・Ⅱ：若干名、行政Ⅳ：若干名 2名 0名 0名 2名

機械
行政Ⅰ・Ⅱ：若干名、行政Ⅲ：若干名、

行政Ⅳ：若干名
3名 0名 2名 1名

合計 ー 28名 5名 4名 19名

土木
22歳～30歳：10名程度、31歳～40歳：若干名、

18歳～21歳：若干名
7名 1名 1名 5名

建築
22歳～30歳：若干名、31歳～40歳：若干名、

18歳～21歳：若干名
5名 0名 0名 5名

機械 22歳～30歳：若干名 2名 0名 0名 2名

合計 ー 14名 1名 1名 12名

土木

22歳～30歳：15名程度、

～21歳（短大高専等卒）：若干名、

18歳～21歳：若干名、31歳～40歳：5名程度

9名 2名 2名 5名

建築

22歳～30歳：5名程度、

～21歳（短大高専等卒）：若干名、

18歳～21歳：若干名、31歳～40歳：若干名

5名 0名 0名 5名

機械 22歳～30歳：若干名 1名 0名 0名 1名

電気 22歳～30歳：若干名 3名 1名 0名 2名

環境 22歳～30歳：若干名、31歳～40歳：若干名 3名 0名 1名 2名

合計 ー 21名 3名 3名 15名

下水道部（ 22 ）

令和2年度

（2020年度）

一

般

技

術

令和3年度

（2021年度）

一
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技
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令和4年度

（2022年度）

一

般

技

術

※採用人数には、前倒し採用を含みます。

※下水道部への配属人数には、一般会計の職員は含んでいません。

備考

下水道部経営室

水道部総務室

【行政Ⅰ・Ⅱ】22歳～30歳

【行政Ⅲ】18歳～21歳

【行政Ⅳ】31歳～50歳

【行政（12月実施）】22歳～50歳

下水道部に配属された一般会計の職

員1名（土木）は、その他に含んで

います。

過去３年間 技術職員に係る採用及び配属の状況

採用試験

実施年度
職種 募集人数 採用人数

配属

















   

①

②

③

④

⑤ ⑥
下水道部（ 30 ）



⑦

⑧

下水道部（ 31 ）





 

水道部資料



 



部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

水 道 部 1 令和４年度(2022年度)　職員構成、総配水量（自己水、依存水、自己水比率）の府内中核市との比較 矢野

水 道 部 2～3 すいすいビジョン2029アクションプラン管理指標の進捗状況 柿原

要求委員名



 



吹田市 豊中市 高槻市 枚方市 八尾市 寝屋川市 東大阪市

事務職 (人) 41 35 32 26 34 20 57

技術職 (人) 70 54 40 32 29 13 54

技能職 (人) － 27 0 14 0 0 0

計 (人) 111 116 72 72 63 33 111

事務職 (人) 0 0 0 2 0 0 1

技術職 (人) 22 14 16 28 16 7 24

技能職 (人) － 1 0 0 0 0 0

計 (人) 22 15 16 30 16 7 25

133 131 88 102 79 40 136

総配水量（千㎥） 41,707.10 43,343.79 36,618.28 44,738.96 31,264.31 23,688.01 55,074.86

自己水（千㎥） 15,841.44 4,219.19 12,152.69 39,039.57 0.00 0.00 312.15

依存水（千㎥） 25,865.66 39,124.60 24,465.59 5,699.39 31,264.31 23,688.01 54,762.71

自己水比率（％） 38.0% 9.7% 33.2% 87.3% 0.0% 0.0% 0.6%

※職員構成は、水道事業管理者及び会計年度任用職員を含まない。

水道部（ 1 ）

水道部総務室
水道部企画室

令和４年度（2022年度）　職員構成、総配水量（自己水、依存水、自己水比率）の府内中核市との比較

　　　　　　　市名
　項目

損
益
部
門

資
本
部
門

合計 (人)

※吹田市以外の市の各項目の数値は、全て令和３年度（2021年度）実績値



 

平成30年度
（2018年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和４年度
（2022年度）

令和３年度
(2021年度)

水質基準不適合率 ％ ↓ － （水質基準不適合回数/全検査回数）×100 0.0 0.0 0.0 0.0 －

水源確認回数 回 ↑ － 水源の巡視等の回数 28 28 28 28 －

鉛製給水管率　　　　　　　　 ％ ↓ A401 （鉛製給水管使用件数/給水件数）×100 6.9 3.7 3.4 3.9 7.8

直結給水率 ％ ↑
A204

を援用
（直結給水戸数/（直結給水戸数＋受水槽戸数））×100 70.1 72.6 73.1 72.1 －

小規模貯水槽水道点検率 ％ ↑
A205

を援用
（小規模貯水槽水道点検件数/小規模貯水槽水道数）×100 95.5 94.2 92.9 96.1 －

平成30年度
（2018年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和４年度
（2022年度）

令和３年度
(2021年度)

地下水源率 ％ ↑ － （地下水量/年間総配水量）×100 11.1 11.2 12.6 13.8 －

基幹管路の耐震適合率 ％ ↑ B606-2
（基幹管路のうち耐震適合性のある管路延長/基幹管路延
長）×100

48.5 53.3 55.0 55.4 54.6

重要給水施設管路耐震化適合率(箇所比) ％ ↑ －
（管路の耐震適合性を有する重要給水施設箇所数/重要給水
施設箇所数）×100

8.7 21.7 23.2 13.0 －

法定耐用年数超過管路率 ％ ↓ B503 （法定耐用年数を超えている管路延長/管路延長）×100 37.7 38.0 38.8 38.8 26.3

管路の更新率 ％ ↑ B504 （更新された管路延長/管路延長）×100 0.91 1.35 1.20 1.22 0.74

配水池点検率 ％ ↑ －
（劣化診断等の点検を実施した配水池数/総配水池数）×
100

0.0 36.4 54.5 54.5 －

応急給水施設数 箇所 ↑
B611を
援用

配水池・緊急貯水槽・組立式貯水槽等の設置箇所数 21 45 45 45 －

水道部企画室

すいすいビジョン２０２９アクションプラン管理指標の進捗状況　№１

１．安全  ～安全で安心できる水道水の供給～

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

基準年度

※2 PI＝Performance　Indicator：日本水道協会が平成17年（2005年）1月に制定し、平成28年（2016年）3月に改正した水道事業ガイドラインに定められている119項目の業務指標

実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

２．強靭  ～災害に強く、安定して供給できる水道施設・体制の構築～

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

基準年度 実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

※1 優位性「↑」は数値が高い方が望ましい場合、「↓」は数値が低い方が望ましい場合

※3 PI公表類似団体：給水人口30万人以上50万人未満、自己水比率30％以上100％未満で業務指標PI（JWWA Q100：2016）を公表している、

　                  福山市、一宮市、横須賀市、高崎市、前橋市、倉敷市、豊橋市、高槻市の8事業体

水道部（ 2 ）

※2※1
※3

※2※1
※3※3



 

平成30年度
（2018年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和４年度
（2022年度）

令和３年度
(2021年度)

経費(料金)回収率 ％ ↑ C113 （供給単価/給水原価）×100 107.3 124.2 111.0 112.8 107.6

給水原価 円/ｍ
3 ↓ C115

（経常費用-(受託工事費等+長期前受金戻入見合いの減価償
却費等))/有収水量

140.9 136.5 153.4 148.9 128.5

流動比率 ％ ↑ C118 （流動資産/流動負債）×100 199.2 261.4 290.2 194.4 260.5

給水収益に対する企業債残高の割合 ％ ↓ C112 （企業債残高/給水収益）×100 187.1 258.8 273.0 283.6 267.7

研修時間（内部+外部）                時間/人 ↑
C203

を援用
（職員が研修を受けた時間×受講人数）/全職員数 22.4 15.7 24.6 23.2 －

配水量1ｍ
3
当たり電力消費量 kWh/ｍ

3 ↓ B301 年間電力消費量/年間配水量 0.25 0.25 0.27 0.28 0.30

有収率                          ％ ↑ B112 （年間有収水量/年間配水量）×100 95.9 96.7 95.7 95.8 91.6

平成30年度
（2018年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和４年度
（2022年度）

令和３年度
(2021年度)

水道事業に対する苦情対応割合 件/1,000件 ↓
C504

を援用
水道事業に対する苦情対応件数/（給水件数/1,000） － 0.4 0.3 0.5 －

若年層のすいどうにゅーすの読書率 ％ ↑ －
（若年層の「読んだことがある」の回答数/若年層のアン
ケート回答総数）×100

26.7 － 21.7 28.0 －

市民満足度 ％ ↑ －
（「満足している」等の回答数/アンケート回答総数）×
100

91.2
－

（100.0）
93.1 92.4 －

すいすいビジョン２０２９アクションプラン管理指標の進捗状況　№２

３．持続 ～将来にわたり持続可能な水道事業の経営～

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

水道部企画室

※4 令和3年度（2021年度）に策定した広報戦略「広報コンパス5D」に基づき、管理指標の項目を見直しました。また、基準年度の値は、令和2年度（2020年度）の実績値を採用しています。

※5 市民アンケート不実施のため、イベント等で実施したアンケートの結果に基づき数値を算出しています。

水道部（ 3 ）

基準年度 実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

※1 優位性「↑」は数値が高い方が望ましい場合、「↓」は数値が低い方が望ましい場合

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

※2 PI＝Performance　Indicator：日本水道協会が平成17年（2005年）1月に制定し、平成28年（2016年）3月に改正した水道事業ガイドラインに定められている119項目の業務指標

※3 PI公表類似団体：給水人口30万人以上50万人未満、自己水比率30％以上100％未満で業務指標PI（JWWA Q100：2016）を公表している、

　                  福山市、一宮市、横須賀市、高崎市、前橋市、倉敷市、豊橋市、高槻市の8事業体

基準年度 実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

４．地域  ～吹田らしさを活かした市民に身近な水道事業の運営～

※2※1
※3

※2※1
※3

※3※3

※3※3

※5

※4


